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第 4 章 単核銅(II)錯体及びその塩基付加体の核磁気共鳴スペクトル
第 5 章 単核銅(II)錯体及びその塩基付加体の常磁性緩和













想、できる。一般に，電子スピンの緩和時間の短い Ni2+ ， Co2+, Eu3 +, V3+などが狭い線幅を与え，























第 4章単核銅( 1 )錯体及びその塩基付加体の核磁気共鳴スペクトル
ビス(アセチルアセトナト)銅(II)は，その銅(11)イオン回りを 4 個の酸素原子により占め
られ，平面四配位構造をとっている。この錯体は，ベンゼン，クロロホルムなどの非配位性溶














本章においては，引続き単核銅(II)錯体として Cu (aa) 2及び Cu (taa) 2 を用い，それら自体
とその γ メチル ピリジン付加体の縦緩和時間と横緩和時聞を測定し，その緩和の様式につ
いて考察した。その結果，本章において次の事項が明らかとなった。
(1)銅(II)錯体中のプロトンは，主に双極子相互作用により緩和する。
(2) 銅(II)錯体塩基付加体の塩基プロトンは，銅(II)錯体として Cu (aa)2を用いた場合主に双
極子相互作用により緩和し，また Cu (taa) 2の場合は主にコンタクト相互作用により緩和す
る。
(3) Cu (aa) 2 または Cu (taa) 2の塩基付加体系で，それぞれの銅(II)錯体は塩基に対して同等
な双極子相互作用をしている。
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にしている。第六章では 1 分子中に銅(11)イオンを 2 個含む複核銅(II)錯体について，溶液中
における磁化率，それらの塩基付加体の核磁気共鳴スペクトル，その緩和時間を測定した結果
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をのべ，詳細な考察を行っている。有機溶媒中でも固体状態と同様に複核銅(II)錯体は小さい
有効磁気モーメントを有すること，これら複核銅(II)錯体の塩基付加体においても単核銅(II)
錯体の塩基付加体と同様に常磁性シフトを示すこと，複核銅(II)錯体の塩基付加体においても
塩基付加体の配位において速い交換が成立していること，複核銅(II)錯体内では双極子相互作
用による緩和が主としておきており，その塩基付加体のプロトンはコンタクト相互作用によっ
て緩和していることなどを明らかにしている。第七章において総括されているように，著者は
「常磁性金属錯体の核磁気共鳴の測定により，錯体における配位子の配位様式，配位の強さ，電
子スピンと核スピンとの相互作用を解析できる」と結論し，錯体化学の分野に重要な貢献をし
た。これらは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の能力と学識を有することを示すも
のである。よって，藤尾克紀提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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